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覚症状の消失,治癒促進については万人a需鞘貢げるとこ

ろである.

一方｡使用経験が激銅こつれ予早期の再発と経路療法

翻纂牽性が注弼をあびている.こ でゝあらためて従来か
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化性濃療症例:胃潰磁患者は増冒望名声トニ指腹潰嫁3詔銅私

胃彫†∵ニ指腸濃療焦存例転望例で計87q{減である｡内科九

勘撞後を比較Lても大差はない.昭和鋭時雄~一入院LjJj欝を

法でヮ首領2mhr溺er窪たは七夕し′チン細字射療法で逢蜜芸例

が治療L得ている.

外科入院症例は内科と異なり昭和5冒年を境をこ減少傾向

がみLも凍,昭和転を3年度の手術症例は望望例で勺それ転絶対
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姐適応が澗濃癒穿孔が招鮎 巨二二指腹潰暖では一三ン/いコM

L;巨~'∴̀..主J,...:■巨L･.十十J..二 .′上

外来症例は激語や櫓の如くヲ受診時秒紹発,啓発をみ

臓滞-すぎなかったt--方,十二指腸濃轟は男酢'n啓発
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例が圧倒的に【多 く菅薮性は初発夕再発狛司率であった.

治療剤象例は触院からの紹介で報告だげのものと転艶

治療希望者を除外 した.

ほう 治療内容と成績
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てぼ漫8人の内科医がそれぞれの好みもあ-)て統---した方

針は う鎧出 してないB衷 鎧は腎激痛29漫例の治療法vk濯

サ等うとの綴脅せが最も多くヲ 豊A 摘 タラfLブ-.ド--卜)

との殿舎せがこれをこついでいる砂防防御網ず儀 化剤のみ

が潤 が冒す略 あるがyこの対象齢太宰は 嘗要語5.も絶好だ最守山
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聞 望 等等滑癌の治療経過 (初発 静再発 別 う
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隣 詔 胃潰境の治癒経過 〔年代別)
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問 題 サ 二 指 賑 畿 癖 の 治 癒 経 過 ( 初 発 歯 再 発 別 )

8 轟W 愚W 関腎 以 よ

閣 議 十二指腸磯額の治癒経過 (呼号鷲 別 )

の もの･である. 十二指腸液藤の症例で も豪 官の如 く ,

ほ ゞ同様な健向であった｡治療方法による治癒率和讃し

てはほとんど差がなか -｡た. 転カ月未満で療痘化 L鳶 症

例の累積治癒率を示す とき胃液脇では 禎遇で離れ臓 や 8

′甘 二:7-川 し-(..12.甘 こ~言t-ll.000㌦∵い -.頼恥 Ft戊 ∴ ∴:i

産はほとんどない,(園 乱 詔)十二指腸液脇では再発例

の 増週治癒率の低いの と高齢者の治癒遷延が著明であー〆｡
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1'I. 再 発 予i坊に関 Lて

前述の如 く消化性漁場の 痘然史からみて啓発防止がわ

-i ;I);i

れ 如 拙 こ 与 え ら れ た 大 き な 課 題 で あ る . 啓 発 の 要 因 は 青

く か ら い ろ い ろ と い 音 T3 れ て い る が , 生 活 の 不 規 則 軌 喫

煙 亨 課 目 / 戊 等 多 く の も の が あ る が 予 わ れ わ れ の 経 験 で

は 治 療 後 の 薬 剤 中 断 が 最 も 太 き い と 思 わ れ る .

従 来 狂 う 薬 剤 で 治 療 L た 際 の 啓 発 に つ い て 原 ら 7 日 烹 治 療

れ た 翻 こ 廃 し ず 山 勘 ) ㌔ j 澗 服 薬 で は 弧 3 % の 再 発 率 で あ っ

た と の べ て い る ･ 硯 私 治 療 後 の 経 絡 療 法 を 否 定 す る も

の は い な い 軌 嘗 毒 毘 ㌻ 朗 且 絶 漕 は 推 移 療 法 をこ お け る 問 題 点 を

次 の よ う な 鍔 項 目 を あ げ て い る や

す な わ ち ① 維 持 療 法 は ぜ 湧 泰 発 揮 欄 匿 着 効 か , ② ど の 位 の

期 間 続 け る べ き か , ③ 線 路 療 法 は 落 慶 症 を ｢ 治 癒 f さ せ

る の か ァ ④ 経 撞 療 法 は ど U 纏 摘 ミ 適 当 か チ ⑤ 全 て の 患 者 に

薬 S 胃 潰 畷 再 発 予 防 成 功 例 U ) 維 持 療 法

( 吊 %

蒸 留 仁 二 指 腸 液 梯 再 発 骨 級 成 功 例 邦

雄 与 十 畑 J ､ ,潤 . バ ‖ ; ド .

( ) : %
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表川 壬i十十IL∴~二･卜J.子日章荘畑中i-二巨∫t
無敵例の維持療法(S中鮒隼)

佐用もと.(‡)については異論はないが,その他の薫に僕3し

ては日下検討中というところである年

譜凝らの施設をこおける維持療法の実態をのべてみるくつ

昭和鋭埼二度に_治療L/た症例中,素顔をこ示Lた如く9i

年1上土の啓発予防成功例は冒涜嬢が74例でヲ防御困f機

御獅子強化剤の併用が67.宿,O,6'とな-了こいる十㌢∵二指腹潰

嬢(泰郎では77#0/Oが攻撃因習耶別剤と防御閤子強化

剤が併用されている,遇に∧経路療法失敗例(豪漫約)では

:粧畔言辛鉦'1i-p項目上､∴∵函巨ニト.Ill.1=t)晶､l…-

単独例は臓や5%であ,た.これと:-〉の成績からも維持療法

に虜た-了こぼ攻撃闘争補機憐腔二防御囲第･強化剤の併用療

法が効果的であると考える.

なお,冒,仁二指腺潰磁全例中が)啓発例が盟り例であっ

たが,そ殿再発鵜原鏑は鮒%i:jJ二が維持療法中断例であっ

た∴また予中断鐸頚関門は3カ月から且年までが太宰を占め

ど)終)の如く,やはり最低招章雄罰は必要と考える,

1'lt.考指.ならびにまとめ

こ 数ゝ年間の消化性激痛の薬物療法の進歩はまことに

た薬剤である吉富2-bio洩eTは濃慶のもついくつかの問

題盛のなかで,少なくとも症状の急速な改善予畢貨済治癒

と合併症の激減に大きな役割りを果Lた.Lかし残念な

がら濃癌症の自然史を完全に変えることを封出来ず,むL

∴車L;tU圭上 り目し.し､:ml】ltllLr..･tl＼＼･こl_Yト1111･け い∴∴守を:1

が強く浮きぼりにされた.今後.鮎涙mam邑)のなげかけ

脅抑怠老嬢を薬物療法にしぼってのべたが亨発生サ啓

発にト大きな変弼となる患者の壁活指導も忘れてはな孟ゝ｡な

い書症例をまとめてみて,強招£薬紬こよる畢遥宙護の狛犬

消衆で患者白身が疾患を安易をこ考え号服薬の離湧嵐 すな

わちti70mm呈汲imCeの問題がおろそかになり,【紺こき内

視鏡;!鳥二る病期の観察をこ凝覧凄餌場--沈むm事窯である中

服薬の中断は療養鋸ぎ濯胤わに緋消係するであPj机 ,

われわれ医師の姿勢もそれな舶二･考える必祭性を痛感し
上.

建たず残念なかだ磯雛痛言煎薬をもちながら¥かつ愚

常識とな〟了だいるtOJゎ今後 磯の研究が望まれる.

術適応を絶紺二二}お目,｡せてはならないことである平
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